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　当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出や生産が弱含んでおり、個人消費や
設備投資も依然力強さが欠ける状況となっています。また、米国経済は回復基調にあります
が、アジア経済に弱さが見られるなど、世界経済の先行き不透明な状況も続きました。さら
に、円安等により原材料費の負担も増加しました。
　こうした状況の下、日東紡グループの連結売上高は438億8百万円（前年同期比0.7％増）、連
結営業利益は56億34百万円（前年同期比39.0％増）、連結経常利益は56億97百万円（前年同期
比44.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は26億84百万円（前年同期比20.8％増）と
なりました。
　今後につきましては、引き続き事業基盤の強化と企業価値の向上に努めてまいります。
　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援とご協力を賜りますよう、何とぞ
宜しくお願い申し上げます。

当第2四半期（2015年4月1日から9月30日まで）の業績

取締役会長

株主の皆様にはますますご清栄のことと拝察申し上げます。
ここに当社グループ第155期第2四半期（2015年4月1日から2015年9月30日まで）の
業績をご報告申し上げます。

取締役兼代表執行役

株主の皆様へ
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日東紡グループは「健康・快適な生活文化を創造する」企業集団として
社会的存在価値を高め、豊かな社会の実現に貢献し続けます。

経営理念

深く  広く  強く  そして温かく

▪日東紡グループは社会の「ベストパートナー」を目指します。（日東紡
ＢＰ宣言）

▪私たちは、お客様の求めるものを絶えず追究し、お客様に「安心と信
頼」を誠実にお届けすることを喜びとします。

　また、企業活動を通じ株主・投資家・行政・地域社会等すべてのス
テークホルダー（社会）と共に喜びを分かち合うことを大切にします。

▪私たちは自立した一人ひとりの社員の可能性を尊び、自由闊達にアイ
デアを出し合いながらチームワークにより力を発揮する企業集団を目
指します。

▪私たち企業グループは社員の成長が会社の成長であることを信じ、社
員に成長と自己実現の機会を提供します。

　社員はまず第一に良き市民であり、深く考え、広く見渡し、果敢に行動
します。

　そして粘り強くやり遂げます。

日 東 紡 宣 言

TO OUR SHAREHOLDERS



DOME

インクジェット
プリンタ用助剤

体外診断用医薬品

ペットボトル飲料
接着芯地

テニスラケット補強用
グラスファイバー

スマートフォン筐体用チョップドストランド
プリント配線基板用ガラスクロス

FRP用グラスファイバー

FRP用
グラスファイバー

グラスウール断熱材

ガラスクロス膜材（内膜）

スポーツウェア用
ストレッチ素材

プリント配線基板用
ガラスクロスロールスクリーン生地

「VERRESCREEN®」（ヴェールスクリーン）

道路補強用ガラスクロス
LNGタンク保冷構造用
ガラスクロス

FRP・FRTP部品用グラスファイバー

農業・園芸用
ロックウール培地

日東紡の野菜
（トマト・パプリカ）

機内用ガラスクロス／
機体補強用ガラスクロス

日東紡の
新しいふきん

制振材用ガラスクロス

原繊材事業

ヤーン、ロービング、チョップド
ストランド等の特徴あるグラス
ファイバー原繊（糸状）製品を、
強化プラスチック用途や電子材料
用途など幅広く提供しています。

機能材事業

グラスファイバーの糸を加工した
ガラスクロス等の高性能な機能
製品を、電子材料用途や産業資
材用途等に提供しています。

設備材事業

土木・建築用途や産業用途の幅
広いグラスファイバー製品や、住
宅用断熱材用途等の高性能なグ
ラスウールを提供しています。

環境・ヘルス事業

メディカル分野では体外診断薬や
ポリマー素材製品等を取り扱ってい
ます。また、清涼飲料水の製造を
行う飲料事業も展開しています。

繊維事業

原繊材事業

機能材事業

設備材事業

環境・ヘルス事業

その他

ストレッチ素材の二層構造糸Ｃ・
Ｓ・Ｙ®や「日東紡ふきん」など、
衣料用途から生活に密着した製
品まで幅広く提供しています。

繊維事業

Segments
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こんなところに日東紡！
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APPLICATIONS



当第2四半期 事業セグメント別業績

事業セグメント別の売上構成比は右グラフの通り
です。
また、当第2四半期の事業セグメント別の売上高、
営業利益は以下の通りです。

繊維事業は、衣料品消費の
低迷が続くなか、コストダウ
ンや新商品の開発などに努め
ました。

繊維事業

原繊材事業は、強化プラス
チック用途や電子材料用途の
高付加価値品を中心とした堅
調な需要に対応しました。

原繊材事業

機能材事業は、スマートフォン
や通信インフラなどの需要に
対応し、電子材料用途や産業
資材用途向けのガラスクロス
製品の安定供給に努めました。

機能材事業

設備材事業は、産業用途・
建築土木用途向けのグラス
ファイバー・グラスウール製
品の販売に注力しました。

設備材事業

環境・ヘルス事業は、メディ
カル分野および飲料分野等で
販路拡大を進めました。

環境・ヘルス事業

繊維事業 6.2%
その他の事業 2.1%

原繊材事業 
31.8%

機能材事業
20.5%

設備材事業
23.9%

環境・ヘルス事業
15.5%

当第2四半期

前第2四半期

（2015.4.1～2015.9.30）

（2014.4.1～2014.9.30）

0 12000 0 1200

当第2四半期

前第2四半期

（2015.4.1～2015.9.30）

（2014.4.1～2014.9.30）

0 14000 0 2300

事業別
売上高
構成比

2,902 △72

△206

（百万円）

（百万円）

当第2四半期

前第2四半期

（2015.4.1～2015.9.30）

（2014.4.1～2014.9.30）

0 12000 0 1200

当第2四半期

前第2四半期

（2015.4.1～2015.9.30）

（2014.4.1～2014.9.30）

0 13000 0 1600

当第2四半期

前第2四半期

（2015.4.1～2015.9.30）

（2014.4.1～2014.9.30）

0 12000 0 1700

10,793 599

（百万円）

9,792 1,572

（百万円）

7,307

（百万円）

売上高 営業利益

売上高 営業利益

売上高 営業利益

売上高 営業利益

売上高 営業利益

2,708

13,940

12,026

2,271

1,266

8,969 1,392

10,457 676

6,783

927

1,648
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事業紹介
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BUSINESS INTRODUCTION
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当社グループのトピックスをご紹介します

福島工場、富久山事業センター
「ふくしまものづくり企業交流会」、「こおりやま産業博」に出展

　6月1日、ニットーボーメディカル（株）は、細菌迅速同定用前処理キット「rapid BACpro®」を
発売しました。
　この製品は細菌測定の前処理工程で、血液から菌体を抽出するキットです。同社で培ったポ
リマー技術を活用することで、細菌の特定にかかる時間を短縮でき、結果として、適切な抗生
物質を迅速に投与することが可能になります。また、キットの操作も簡便で、作業の個人差も
減少するため、作業標準化の観点からも市場から評価されています。
　今後は国内市場だけでなく海外市場への展開も目指し、同社の特長ある技術で、社会に貢献してまいります。

ニットーボーメディカル（株）　　「　rapid BACpro®」発売

「日東紡の新しいふきん」
2015年度グッドデザイン・ロングライフデザイン賞　受賞
　当社で製造・販売している「日東紡の新しいふきん」が2015年度グッドデザイン賞の中の
「ロングライフデザイン賞」を受賞しました。このロングライフデザイン賞は、様々な分野で長
年にわたって人々から愛され、支持され続けてきた商品デザインに贈られる賞で、ユーザー等か
らの推薦を受けた商品が選ばれます。「日東紡の新しいふきん」は1960年に暮しの手帖社と共同
開発され、吸水性にすぐれ、生地のしなやかさに加え、丈夫で長持ちするという特長がありま
す。発売から50年以上経過する現在も、多くの方々にお使いいただいている点が評価され、今
回の受賞に至りました。
　この受賞を励みに、これからも多くの皆様に「日東紡の新しいふきん」を使い続けていただけるよう、努めてまいります。

　福島工場は、コラッセふくしまで開催された福島市主催の「ふくしまものづくり企業交流会」
に出展しました。この交流会は、福島市でモノづくりをしている企業の技術や製品の展示と、
企業同士の連携強化を図ることが目的で、当社は高品質・高機能なグラスファイバー製品を紹
介しました。
　また、9月19、20日の2日間、富久山事業センターはビッグパレットふくしま（郡山市）で開
催された「こおりやま産業博」に出展しました。この産業博は「ふるさと名物の発見と近未来
を体験できる暮らし」をテーマに、様々な企業が自社製品を紹介する催しです。当社グループ
からは、郡山で製造されたグラスファイバー製品やメディカル製品を展示しました。
　日東紡グループ製品の技術力の高さとその魅力を多くの来場者に伝えることができました。

グループトピックス GROUP TOPICS



8

当社グループにおける環境・地域社会への取組みについてご紹介します

　私たちは、環境への取組みを企業の重要課題として認識し、省エネルギー、資源の有効活用、環境負荷の低減などに、
グループ全体で取り組んでいます。今後とも地球にやさしい事業活動を推進し、環境に配慮した優れた製品・サービスの
提供と行動を通じて、人と地球環境に貢献することを目指します。

GCボード
　パラマウント硝子工業（株）が製造・販売する「GCボード」は、主に機械室やボイラー室
などの内装材として設置され、機械や設備から発生する騒音等を吸音し、室内環境の改善
に貢献する断熱・吸音用のグラスウールです。建物の仕様に合わせた施工を行うことがで
きるため、集会場や体育館などの吸音を求められる様々な場面で活用されています。
　グラスウールの特長である吸音・断熱性能を活かした製品を提供することで、環境改
善に貢献しています。

排水処理剤
　ニットーボーメディカル（株）で製造・販売する「ポリフロック®」シリーズは、工場などの
産業排水に含まれる細かな汚れを吸着し、水をきれいにする排水処理剤です。排水には、染
料剤、金属物質、釉薬（うわぐすり）など、産業により様々な汚れが含まれますが、同社では
幅広いラインナップを取り揃えてこれらに対応しています。これからも、製品を通して地球
環境の保護に貢献してまいります。

  ◆ 環境への取組み

 ◆ 地域社会への取組み

　その取組みとして、福島工場と富久山事業センターは、福島県が行う献血活動に協力して
います。今般、富久山事業センターは、40年以上にわたる献血活動が高く評価され、福島県
より「公衆衛生事業に協力した個人並びに団体に対する知事感謝状」をいただきました。
　これからも地域社会への貢献活動を推進し、地域社会と一層の信頼関係を築いてまいり
ます。

　私たちは、事業活動を通じて地域社会との調和を図り、共に発展していくこと、またよき企業市民として地域社会と
より開かれたコミュニケーションを図ることが重要であると考えています。

環境・地域社会への取組み CSR INFORMATION
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（百万円）

第2四半期累計期間 通期
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財務ハイライト（連結） FINANCIAL HIGHLIGHTS (CONSOLIDATED)
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連結貸借対照表（要旨） （百万円）

科　目
当第2四半期
連結会計期間末

2015年9月30日

前期末
2015年3月31日

（資産の部）
流動資産 66,897 69,363

　現金及び預金 17,992 15,722

　受取手形及び売掛金 24,393 26,399

　たな卸資産 21,724 22,983

　その他 2,786 4,257

固定資産 78,459 76,631

　有形固定資産 47,334 47,601

　　建物及び構築物 13,805 14,126

　　機械装置及び運搬具 8,595 8,501

　　土地 17,692 18,696

　　その他 7,241 6,277

　無形固定資産 2,025 2,112

　投資その他の資産 29,099 26,917

　　投資有価証券 25,238 23,282

　　その他 3,861 3,634

資産合計 145,356 145,995

　 （百万円）

科　目
当第2四半期
連結会計期間末

2015年9月30日
前期末

2015年3月31日

（負債の部）
流動負債 33,361 33,487

　支払手形及び買掛金 8,111 8,759

　短期借入金・
　1年内返済予定の長期借入金

15,687 14,243

　その他 9,561 10,484

固定負債 37,246 39,279

　長期借入金 13,523 14,311

　退職給付に係る負債 12,936 13,937

　その他 10,785 11,030

負債合計 70,607 72,767

（純資産の部）
株主資本 66,440 64,760

　資本金 19,699 19,699

　資本剰余金 23,107 23,107

　利益剰余金 32,582 30,893

　自己株式 △8,948 △8,939

その他の包括利益累計額 7,469 7,624

　その他有価証券評価差額金 7,336 8,025

　為替換算調整勘定 2,102 1,708

　退職給付に係る調整累計額 △1,968 △2,109

非支配株主持分 839 843

純資産合計 74,749 73,228

負債純資産合計 145,356 145,995

財務諸表（連結） FINANCIAL DATA (CONSOLIDATED)
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連結損益計算書（要旨） （百万円）

科　目
当第2四半期
連結累計期間
2015年4月 1日～
2015年9月30日　

前第2四半期
連結累計期間
2014年4月 1日～
2014年9月30日　

売上高 43,808 43,525

売上原価 29,232 30,185

売上総利益 14,576 13,339

販売費及び一般管理費 8,941 9,285

営業利益 5,634 4,054

営業外収益 428 597

営業外費用 365 704

経常利益 5,697 3,948

特別利益 211 –

特別損失 1,544 480

税金等調整前四半期純利益 4,363 3,468

法人税等 1,668 1,223

四半期純利益 2,695 2,244

非支配株主に帰属する四半期純利益 10 21

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,684 2,223

連結キャッシュ・フロー計算書（要旨） （百万円）

科　目
当第2四半期
連結累計期間
2015年4月 1日～
2015年9月30日　

前第2四半期
連結累計期間
2014年4月 1日～
2014年9月30日　

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,883 6,458

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,124 △3,980

財務活動によるキャッシュ・フロー △745 △1,647

現金及び現金同等物に係る換算差額 55 △78

現金及び現金同等物の増減額
（△は減少） 2,068 752

現金及び現金同等物の期首残高 15,481 10,139

現金及び現金同等物の四半期末残高 17,550 10,892

財務諸表（連結） FINANCIAL DATA (CONSOLIDATED)
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 企業詳細
社　　　名 日東紡（登記名：日東紡績株式会社）

本店所在地 福島市郷野目字東1番地

本部所在地  〒102-8489  東京都千代田区麹町二丁目4番地1

創業年月日 明治31年 2月　郡山絹糸紡績株式会社（郡山）設立
 大正 7年 4月　福島精練製糸株式会社（福島）設立
 大正12年 4月　日東紡績株式会社創立

資　本　金 196億円

従　業　員 811名（2015年3月31日現在）

ホームページ http://www.nittobo.co.jp

 主な営業所・工場・研究所等
大阪支店 〒541-0043 大阪市中央区高麗橋4-3-10
  （日生伏見町ビル新館）

名古屋支店 〒460-0003 名古屋市中区錦2-14-21
  （円山ニッセイビル）

福島工場 〒960-8161 福島市郷野目字東1

富久山事業センター 〒963-8061 郡山市富久山町福原字塩島1

新潟事業センター 〒950-0065 新潟市東区東新町6-50

泊事業センター 〒939-0744 富山県下新川郡朝日町平柳500

伊丹生産センター 〒664-8501 伊丹市桑津1-6-1

千葉事業センター 〒263-0004 千葉市稲毛区六方町210

福島研究所（福島工場内）

 連結子会社 （2015年10月1日現在）

（株）日東紡インターライニング ニットーボー新潟（株）

日東紡（中国）有限公司 富士ファイバーグラス（株）

日東グラスファイバー工業（株） NITTOBO ASIA Glass Fiber Co., Ltd.

日東グラステックス（株） （株）双洋

日東紡澳門玻纖紡織有限公司 パラマウント硝子工業（株）

（株）日東紡テクノ ニットーボーメディカル（株）

ニットービバレッジ（株） 日東紡エコロジー（株）

Nittobo America Inc. 

 その他6社

 取締役 （2015年10月1日現在）

取 締 役 会 長 南　園　克　己 　

取 締 役 白　鳥　克　忠 　

取 締 役 西　坂　豊　志 　

取 締 役 辻　　　裕　一 　

社 外 取 締 役 濵　　　邦　久 　

社 外 取 締 役 香　田　忠　維 　

社 外 取 締 役 上　林　　　博 　

社 外 取 締 役 尾　内　正　道 　

 執行役 （2015年10月1日現在）

代 表 執 行 役 白　鳥　克　忠 ※

専 務 執 行 役 清　水　秀　晃 　

常 務 執 行 役 増　田　米　博 　

執 行 役 戸　田　数　久 　

執 行 役 辻　　　裕　一 ※

執 行 役 木　村　和　博 　

執 行 役 日　山　克　彦 　

執 行 役 前　山　　　茂 　

執 行 役 今　野　敏　裕 　

執 行 役 宇津木　和　之 　

執 行 役 五十嵐　和　彦 　

 ※は取締役兼務

 アドバイザー

みずほフィナンシャルグループ  
　名誉顧問 齋 藤 　 　 宏 氏

伊藤忠商事株式会社  
　代表取締役社長 岡 藤 　 正 広 氏

会社概要 CORPORATE PROFILE
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 株式の状況 （2015年9月30日現在）

発行済株式総数 247,677,560株

株主数 12,512名

 所有者別分布状況 （2015年9月30日現在）

 大株主 （2015年9月30日現在）

株　　主　　名 持株数（千株） 出資比率（％）

日本マスタートラスト信託銀行（株）（信託口） 23,826 11.96

日本トラスティ・サービス信託銀行（株）（信託口） 13,270 6.66

日本生命保険（相） 8,073 4.05

第一生命保険（株） 6,580 3.30

（株）TSIホールディングス 6,220 3.12

住友ベークライト（株） 6,093 3.06

住友不動産（株） 5,991 3.01

ユニゾホールディングス（株） 5,567 2.79

住友生命保険（相） 5,412 2.72

（株）みずほ銀行 5,000 2.51

※出資比率は、自己株式を除いて算出しています。

自己株式　19.57%

個人・その他
9.72%

外国人　7.99%

その他国内法人　24.65%

証券会社　1.03%

金融機関　37.04%

株式情報 STOCK INFORMATION
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 株式事務に関するご案内 

証券会社等に口座をお持ちの場合
証券会社等に口座をお持ちでない場合

（特別口座の場合）

郵便物送付先
電話お問合せ先

お取引の証券会社等になります。

株主名簿管理人
〒168-8507
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
みずほ信託銀行株式会社　証券代行部

フリーダイヤル　　0120-288-324
（土・日・祝休日を除く9：00～17：00）

各種手続きお取扱店
　（住所変更および株主配当金
　　受取り方法の変更等）

みずほ証券株式会社
　本店、全国各支店およびプラネットブース
　（株式会社みずほ銀行内の店舗）

みずほ信託銀行株式会社
　本店および全国各支店
　＊トラストラウンジ（ご相談専用窓口）では、
　　お取扱できません。

未払い配当金のお支払
みずほ信託銀行株式会社および株式会社みずほ銀行の本店および全国各支店

（みずほ証券株式会社では、取次のみとなります。）

ご注意

支払明細発行については、右の「証券会社等に
口座をお持ちでない場合（特別口座の場合）」の
郵便物送付先・電話お問合せ先・各種手続きお
取扱店をご利用ください。

特別口座では、単元未満株式以外の売却を行う
ことはできません。また、単元株式を売却する
には、証券会社にお取引口座を開設し、特別口
座から株式を振り替えるお手続きが必要です。

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年6月下旬

基 準 日 定時株主総会の議決権 毎年3月31日
期末配当金 毎年3月31日
その他必要があるときは、あらかじめ公告をして定めます。

公 告 方 法 当社のホームページ（http://www.nittobo.co.jp/）に掲載します。
ただし、事故やその他のやむを得ない事由によって電子公告による公告をすることができない場合は、日本経済
新聞に掲載します。

証 券 コ ー ド 3110

単 元 株 式 数 1,000株

上 場 取 引 所 株式会社東京証券取引所

株主名簿管理人 東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社

株主メモ INVESTOR INFORMATION
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株主の皆様へ
こんなところに日東紡！
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財務ハイライト（連結）
財務諸表（連結）

日東紡 株主通信
第155期

2015年4月1日 ～ 2015年9月30日

日東紡績株式会社
〒102-8489 東京都千代田区麹町二丁目4番地1（本部所在地）


